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がん診療における漢方薬に対する薬剤師の実態調査
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【目的】国民の 2人に１人はがんに罹患し、3人に 1人はがんで亡くなる現在、政
府もがん対策基本計画を打ち立てている。今回はがん診療において漢方薬に対す
る薬剤師の実態調査を行った。【方法】全国がん（成人病）センター協議会加盟施
設 32 施設、がん診療連携拠点病院 347 施設、東京都認定がん診療病院 10 施設、「が
んの代替医療の科学的検証に関する研究」班の班員が所属する 4 施設の計 393 施
設に調査の依頼を行った。協力回答が得られた施設にアンケート用紙を送付し、
回収したものを解析した。【結果】協力施設は 116 施設、有効回答は医師 909 名、
薬剤師 708 名であった。今回の調査対象の施設で、がん患者に対して漢方を処方
したことがある医師は 73.5％であった。しかし、その漢方薬の処方意図が分かる
と回答した薬剤師は 25.6％であった。漢方医学を勉強中または勉強したことがあ
る薬剤師 208 名のうち、処方意図が分かると回答したのが 43.8％であった。漢方
薬生薬認定薬剤師を取得しているのは 11 名であったが、処方意図が分かると回答
したのが 8 名であった。漢方医学を勉強したことのない薬剤師は、全体の 69.4％
を占めており、そのうち 53.1％は機会があれば勉強したいと回答した。【考察】多
くの医師ががん患者に漢方薬を処方していたが、その処方意図を理解している薬
剤師はわずかであった。また、漢方医学を勉強したことがないと答えた薬剤師は
多く、そのうちの半数近くが、機会があれば勉強したいと回答していた。よって、
漢方医学を勉強できる教育環境を整え、患者に漢方薬を説明できるよう教育され
なければならないと考えられる。漢方薬生薬認定薬剤師の取得者は今回の調査で
は少なかったが、処方意図が分かると回答した割合が多かったことから、漢方薬
生薬認定薬剤師の取得制度も学習の一つとして期待できる。


